
 

技術の窓 №2343                     H 31. 4.22 

増収技術と省力栽培技術を導入した 

ブドウ「シャインマスカット」の栽培体系 
宮城県では、ブドウ生育期間中の日照時間が主要産地と比べて少なく、「シャインマス

カット」の適当な着果量は、全国的水準よりやや低くなっています。そこで宮城県農業・
園芸総合研究所では「シャインマスカット」の栽培において光反射シートを利用した増
収技術と作業時間を短縮することができる省力栽培技術を組み合わせた栽培体系を開発
したので紹介します。 

☆ 技術の概要 

１． 光反射シートの敷設、花穂整形器利用、果粒軟化期後の摘心作業の省略等を組み合

わせた新技術導入栽培は、着房数を慣行から３割増やしても作業時間は慣行と同等で、

収量が３割程度増加となります。（表１、２、３）。 

２． 新技術導入栽培の費用は、光反射シートなどの資材費が慣行栽培に比べて増えます

が、収量が３割程度増加するため、利潤は慣行栽培より多くなります（表４）。 

 

 

☆ 活用面での留意点 

１． 詳しい内容は「普及に移す技術」第 93 号（平成 30 年発行）「増収技術と省力栽培
技術を導入したブドウ「シャインマスカット」の栽培体系」（以下の URL）で公開し
ています。 

http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/res_center/hukyuu-index.html 
２． 使用した光反射シートはデュポン TMタイベック 400P（幅 150cm）で、全面敷設に

要する作業時間は 10a 当たり 19.8 時間、資材費はおよそ 115,000 円です。また、光
反射シートは２年程度連続使用が可能です。 

３． 光反射シートの敷設は樹形完成後から行います。樹形完成前の若木では小粒黄化果
房の発生を助長するため敷設しません。また、主枝先端付近の日当たりの良い果房は
果皮の黄化が進みやすいので、それを防ぐために有色袋や傘などを利用することが出
来ます。 

４．   詳細については宮城県農業・園芸総合研究所花卉果樹部果樹チーム（電話：
022-383-8134）までお問い合わせ下さい。 

（農研機構果樹茶業部門 企画管理部 果樹連携調整役 和田 雅人） 
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